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シンガーソングライター

　　　　　ラジオパーソナリティ

金子みすゞを歌い、

ちひろ
語る。



　　ちひろが作曲した金子みすゞの詩を中心に、
　　　　　　　　　　歌・語り・朗読の心溢れるコンサート

金子みすゞの生い立ちや故郷長門市仙崎の土徳文化の背景、
母ミチの大切にしてきた子どもへの教育、
そこから生まれた詩の心をぐっと深掘りしていきます。

また仙崎港に引揚げてこられたある男性の、実際にご本人が話して
くださった内容をステージでお伝えし、
人権・男女共同参画につながる話を皆様にお届けします。

切なくも明るい、その歌声とメロディ、そして深く語るMC、
心揺さぶる感動のステージをお届けします。

【金子みすゞの詩】
　私と小鳥と鈴と　星とたんぽぽ　大漁　明るいほうへ　こだまでしょうか　等

【カヴァーソング】
　竹内まりや／いのちの歌　　徳永英明／輝きながら　 ※仙崎にもつながる2曲　　

講演タイトル みんなちがって、みんないい生き方を
　　　　　　　～金子みすゞの心とともに～

金子みすゞの詩は「人権」そのもの



光と陰　いえ、陰と光
私たちの喜びの裏には悲しみがある。

「明暗」とよく表現するが、実は「暗」があるから「明」がわかる。
そう思うと「暗」と「明」の順番なのかもしれない。
「悲しみ＝陰」を知っているからこそ「喜び＝光」があります。
悲しみを知らない心は、明るさを明るいとは思わないでしょう。目の前の
手にしている幸せも、幸せだとは気づかないのです。
あたり前にいただいている命も、尊い命です。「いただきます」の言葉は
その命をいただくことに感謝する気持ちから生まれた言葉です。
習慣となっている言葉の奥には大切に受け継がれてきた心があることを
子どもたちや人々に伝えることが大切なのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちひろMCより
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自分らしさという「ちがい」は社会の役に立つための権利　それが人権
私たちに与えられた「ちがい」という個性は「社会に役立つ自分らしさ」
であり、みんなちがうからこそ助け合うことが出来るのです。
自分に出来ることを社会のために役立てる。人間は、不思議なもので
「誰かの、何かの役に立った」と実感を得たとき、何より大きな喜びを
感じる生き物です。自分らしさを発揮することで、世の中の役に立ち、
そしてそれが喜びとなって返ってくる。
この生き方こそが私たち人間に与えられた権利「人権」なのです。
『みんなちがって、みんないい。』は
　　　　「人権」「男女共同参画」の心そのものなのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちひろMCより
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金子みすゞの詩に作曲し歌い語るシンガーソングライター
全国からオファーをいただき約1,300公演。
人権・男女共同参画講演会の講師を数多く務める。

阿武小学校や岐阜聖徳学園高等学校の校歌、熊本県菊陽町の人権の歌『こころ』、
高知県津野町の道徳の歌『笑顔の生産者』、ＣＭソングなども制作。
作曲した『山口市民の歌』が山口市、『一寸法師』が長門市にてそれぞれ防災無線
で各市内全域に放送中。

東日本大震災の翌年から5年間、福島県・宮城県35か所にて「東日本復興応援
ちひろコンサート」を開催。山口県から被災地までの片道1,200kmを車で通い続
けた。
広島東洋カープ公式試合（マツダスタジアム）にて国歌斉唱を務めた。

山口県山口市出身　山口七夕ふるさと大使

　　レギュラー番組
　　　＜ラジオ＞
　　　　・NHK中国5県放送「中国！ちゅーもく！ラジオYAMAGUTIC」
　　　　・KRYラジオ「ちひろとみすゞTime」
　　　　・コミュニティFM全国放送「みすゞさんと明るいほうへ」

ちひろ

ちひろ PROFILE　　　　　
シンガーソングライター　
　　　　ラジオパーソナリティ

第7回日本放送文化大賞
         ラジオ部門準グランプリ受賞
エフエム山口「こだまでしょうか
          ～今、金子みすゞの心を聴きたい～」



本名 金子テル

明治36（1903）年、山口県大津郡仙崎村（今の長門市）に生まれる。
大正末期から昭和の初期にかけてすぐれた童謡詩を発表し、西條八十
に「若き童謡詩人の中の巨星」と称賛されるも、26歳の若さでこの世
を去る。

現在、全国全ての小学校で使用する教科書や教材に詩が掲載され学ば
れている。

東日本大震災直後にACジャパンのCMで「こだまでしょうか」が繰り
返し放送され、一躍有名になった。

現在、世界15ヶ国語に翻訳され広がっており、中国では教科書にも掲
載されるほど教育の分野でも注目されている。

2003年に故郷長門市に「金子みすゞ記念館」が開館。
2023年には、詩作100年、生誕120年を迎えた。

金 子 み す ゞ

金子みすゞ PROFILE

童 謡 詩 人 （ 1 9 0 3  -  1 9 3 0 ）

写真提供：金子みすゞ著作保存会



自分の中の
金子みすゞの心に
気づくコンサートです

シンプルで誰もが分かりやすい上質な講演会

　人として
大切なこと 

忘れては
いけないこと 優しく強く伝える



1

2

3

4

得られる効果

相手やまわりの反対側の立場に立って
　物事を判断する冷静な眼差しに気づく

自分らしさが社会の役に立つことに気づき
　生きる希望が元気が勇気が湧いてくる

一人ひとり、一つひとつを尊く見つめ
　全てを大切に思いやる優しさに気づく

時代の変化にも”不変的”なものを見つめ
　古き良きを新しく受け継ぐ大切さに気づく

写真提供：金子みすゞ著作保存会



金子みすゞの代表作
「私と小鳥と鈴と」の言葉。

2020東京パラリンピックにて
この言葉が大きく取り上げられ、
世界のインターネットNEWS
NHKの夜7時のニュースでも。

金子みすゞの
心はSDGｓ

みんなちがって、
　　　　みんないい。



　”みんなちがって、みんないい。”
この言葉は、他を認め、違いを受け入れ、それぞれの役割があるからこそ一人一人が尊い存在な
んだと気づかせてくれます。
皆それぞれ長所を出し合い、助け合って生きていく。自分の個性・特性をまわりの為、社会の為
に大いに発揮する、その生き方が与えられている権利、それこそが人の権利、「人権」です。

人権

Jinken-Danjo

男女共同参画
金子みすゞ・マザーテレサの詩や言葉を引用し、歌い語ります。
二人の女性に共通する心は　～優しさの中の強さ～　
言葉の美しさ、繊細さも女性の立場から伝えます。みんなが力を合わせてこそ社会が成り立っ
ている、そんな気づきを得る講演会です。



全国どこでも！

●令和５年 開催
熊本県 菊陽町「人権のまち菊陽フェスタ」
山口県下関市「暮らしと人権セミナー」２会場
福岡市西区「西区 人権を考えるつどい」
福岡県豊前市角田公民館「角田人権のつどい」
福岡県筑前町「男女共同参画講演会」
長崎県長崎市「長崎市人権問題講演会」
広島県江田島市大柿町「心と心を結ぶ人権セミナー」
福岡県須恵町立須恵中学校「人権学習講演会」
大阪府 3町合同企画「南河内男女共同参画社会研究会講演会」
山口県阿武町「人権を考える集い推進大会」
福岡県遠賀町「遠賀町人権週間講演会」　　etc

●令和６年 開催
全国大会「全国女性職員研修会・人権講演会」
山口県山口市白石地区「白石地区人権学習講座」
山口県下関市立熊野小学校「いのちの日」
山口県下関市「暮らしと人権セミナー」２会場
徳島県三好市 「三好市民大学講座 人権講演会」
福岡県中間市「第9回 中間市人権フェスティバル」
香川県東かがわ市「令和6年度 しあわせづくり講演会」

福岡市早良区
　令和6年度 第2回早良区人権講座「女性の人権・様々な人権」
大分県臼杵市「学びのまちづくり市民大学講座」　
栃木県那須町立黒田原小学校「音楽鑑賞教室」
山口県山口市佐山地区「佐山地区人権学習里づくり集会」
広島県尾道市「尾道市人権文化講演会」
大阪市福島区
　令和6年度 男女共同参画事業「心に残るときめきプラザ」講演会」

山口県周南市須金地区「周南市人権講演会」
岡山県総社市「男女共同参画フォーラムinそうじゃ2024」
福岡県上毛町「上毛町人権講演会」
愛知県豊川市「豊川市小坂井文化センター 人権講演と音楽会」 
岐阜県輪之内町
　人権・男女共同参画合同研修会　心豊かなまちづくり研修会」



ご来場者の声・感想

人権講演会等での
お客様アンケートの一部です♪

素晴らしい歌声が感動というかぎをつかい、ぼくの心にの
こったなにをしてもあかないとびらを、その感動のかぎで
生まれたしゅんかんのみもっていたじゅんすい、かつまっ
さおな心をひらき、「素晴らしい」という言葉の本来の意
味をしらせてくれました。すべてにおいて、感げきする最
高のコンサートをありがとう。

小学4年生・男子

ちひろさんの素敵な歌声に感動しました。改め
て金子みすゞの詩に興味引かれました。大切な
ことを忘れない自分でいたいと思いました。
ありがとうございました。

一般参加者・女性

感動で胸がいっぱいです。人権講演会でこれほ
ど素晴らしい内容があったでしょうか。
来て良かった。参加してよかったと心から素直
に強く思ったコンサートでした。

一般参加者・女性

このような講演会・コンサートを聴くことができ
嬉しく思いました。優しい声に癒されました。硬
いお話でなく、このようなコンサートを通じて人
権を考えることは大変意義があると思いました。

一般参加者・男性

ちひろさんの透き通った、温かい歌声にいきなり体育館に
いた全員が引き込まれました。保護者の方から「家に帰っ
て子どもが、ちひろさんが教えてくれた手話を何度も表現
していました。」「子どもが、みんな、ちひろさんみたいな
人だったらいいのにと話していました。」
人権を考える最高の場となりました。

主催者・小学校 校長



市長　　ちひろさんの澄んだ歌声、明るさ、朗読、会場の皆様
　　　　に”自分らしさとは？”など、素晴らしいコンサートでした。
　　　　（ステージで話された）信念を貫く！同じ考えです！
　　　　差別のない街を目指します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福岡県〇〇市　市長

町長　　大変素晴らしかった！
　　　　今まで開催してきた講演会で一番良かった！
　

教育長　ちひろさんが話されたように
　　　　“この町に生まれたこと・暮らすことに
　　　　誇りを持てる町”にしていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　   福岡県〇〇町　町長／教育長

市長・町長・教育長　の声・感想



ご来場者の声・感想

ちひろさんの歌声に感動したのはもちろん、
言葉もすごく伝わってきて、とてもきれいな
気持ちになりました。心に残る言葉、歌声、
ありがとうございました。

（２０代・女性）

本当に参加して良かったと心から思いました。
自分を愛し、思いやりの心を持ち、人の役に少しでもたち
たいと思いました。
心より感謝申し上げます。主催して下さりありがとうござ
いました。ちひろさんの唄をきいて、心が洗われ元気が出
ました。

（３０代・女性）

心が豊かになった素晴らしいひとときでした。
充実した時間を過ごさせていただきました。
みすゞの詩を通して、物の見方、心の在り方、
生き方を、ちひろさんが語りと歌で伝えてくれ
ました。しっかりと届きました。

（６０代・男性）

生きる尊さ、やさしさ、強さを感じ取れた。
守り合って、朗らかに生きよう。今日の企画
のような、講師と聴衆が一体感のもてる内容
はすばらしいと思いました。この心を広げ
て…と。

（７０代・男性）
人生90歳にして初め
て感動しました。

（９０代・女性）



講演会のチラシ



講演会のチラシ



講演会
コンサートの様子

みんなちがって、みんないい。
　　　　　　を会場の皆さまと手話で



Other photos...

5年間35回 福島県・宮城県での
東日本復興応援ちひろコンサート

心地良くてコンサート中に眠った盲導犬

令和5年度レギュラー出演番組
KRY山口放送「熱血テレビ」

広島東洋カープ 公式試合
マツダスタジアムにて国歌斉唱

2015年11月  石川県志賀町にて  志賀中学校

2024年2月 
能登半島地震復興支援 ちひろチャリティコンサート

2会場で集まった義援金  429,606円 を
日本赤十字社石川県支部へ全額寄付いたしました



Performance fee ・ Sound cost

出演料

１５～２０万円
＋消費税　

※交通費等が別途かかりますが、
極力ご予算に合わせますので
お気軽にご相談ください

出演料と音響機材

音響機材を一式
抱えておりますので

どの会場でも開催OKです！

音響機材
- performance fee - - sound equipment -



会社概要

会 社 名

代 表 取 締 役

電 話 番 号

所 在 地

株 式 会 社 ベ ル ミ ュ ー ズ

長 尾  修 志      S H U J I  N A G A O

0 8 3 - 9 2 0 - 4 2 7 7
0 9 0 - 8 4 0 1 - 5 6 6 2 （ 長 尾 ）

7 5 3 - 0 0 7 0
山 口 県 山 口 市 白 石 2 丁 目 8 - 2 5

w e b s i t e
ベルミューズ 　 https://bellmuse.co.jp
ちひろ 　https://chihirosound.com



第32号令和5年（2023年）3月15日（1） コスモス（東区人権尊重啓発連絡会議だより）

発　　行

東区人権尊重啓発連絡会議
事務局：東区総務部
　　　　生涯学習推進課
　　　　（TEL645-1144）
　　　　（FAX645-1042）
　題字　池見　裕道氏
　挿絵　田村真知子氏
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こ
そ
、
私
た
ち
人
間
に
与
え
ら
れ

た
権
利
、
人
権
な
の
で
す
。

　

み
す
ゞ
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

『
人
間
以
外
の
様
々
な
も
の
に
眼
差
し
を

向
け
よ
う
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ

と
に
感
謝
し
、
そ
の
世
界
で
自
分
ら
し

く
役
に
立
つ
生
き
方
を
み
つ
け
よ
う
。

そ
う
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
何
よ
り
大
き

な
喜
び
が
返
っ
て
く
る
よ
』と
。
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
大
き
な
喜
び
に
な

る
な
ん
て
、
な
ん
て
素
敵
な
生
き
方
で

し
ょ
う
か
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
に
込
め
ら
れ

た
思
い
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
心

温
ま
る
歌
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
と
て
も

素
晴
ら
し
い
。
涙
が
溢
れ
て
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。」等
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

べ
た
ら
人
生
は
豊
か
な
も
の
に
な
る
。

そ
れ
が
人
生
の
醍
醐
味
だ
」と
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

途
中
、
数
学
の
問
題
も
交
え
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
講
演
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

　

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
人

権
問
題
に
つ
い
て
関
心
や
理
解
が
深

ま
っ
た
と
い
う
感
想
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
の
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
の
披
露
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
演
で
は
、
世
界
百
十
カ

国
以
上
を
旅
し
た
時
の
人
権
に
ま
つ
わ

る
体
験
談
や
、
自
分
自
身
が
幼
少
期
に

受
け
た
差
別
体
験
な
ど
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
差
別
が
無
く
な

ら
な
い
の
は
、
差
別
の
意
識
が
親
か
ら

子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い

く
か
ら
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
日
本
人
に
つ
い
て
、
寛
容

さ
や
喧
嘩
を
し
な
い
、
敵
を
つ
く

ら
な
い
、
他
の
人
種
や
文
化
を
侮

ら
な
い
国
民
性
は
素
晴
ら
し
く
、

好
感
を
持
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
心
の
門
戸
を
閉
ざ
さ

ず
に
、
新
し
い
経
験
や
文
化
な
ど

と
出
会
い
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
学

　

ピ
ー
タ
ー
さ
ん
は
１
９
５
３
年
に
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
共
産
主
義
に
嫌
気

が
さ
し
、
自
由
を
求
め
26
歳
で
フ
ラ
ン

ス
に
亡
命
。
そ
の
後
も
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
国
に
住
ん
で
み
ま
し
た
が
、
自
分

の
肌
に
最
も
合
う
日
本
に
30
年
ほ
ど
前

か
ら
定
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
は
日
本
で
一
番
住
み
た
い
街
の

一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
２
０
０
回
以
上
訪
れ

た
そ
う
で
す
。

助
け
合
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
違
い

が
あ
り
、
出
来
る
こ
と
出
来
な
い
こ
と

が
違
う
か
ら
、
助
け
合
う
こ
と
が
出
来

る
の
で
す
。

　

人
間
と
い
う
生
き
物
は
不
思
議
な
も

の
で
、「
誰
か
の
役
に
立
っ
た
」と
実
感
を

得
た
時
、
何
よ
り
大
き
な
喜
び
を
得
る

生
き
物
で
す
。
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
、

自
分
の
周
り
の
、
大
切
な
人
の
た
め
、

家
族
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
社
会
の

た
め
に
役
立
つ
よ
う
に
活
か
す
。
そ
し

て
役
に
立
っ

た
喜
び
を

得
る
。
こ
れ

が
、「
み
ん
な

ち
が
っ
て
、

み
ん
な
い
い

生
き
方
」な

ん
で
す
。

　

自
分
の
違

い
、
自
分
ら

し
さ
を
世
の

　

東
区
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
福

岡
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡

協
議
会
と
し
て
発
足
以
来
、

そ
の
活
動
は
六
十
二
年
を
数

え
て
お
り
ま
す
。
当
会
は
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目

的
と
し
、
各
校
区
の
自
主
的

な
活
動
の
支
援
や
交
流
、
ま

た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

本
年
度
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
防
災
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
文
化
祭
等
各
種
事
業
を

三
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
ひ
た
む
き
な
姿
を
見
る

に
つ
け
、
開
催
し
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
参
加
校
区
が
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
見

事
優
勝
を
果
た
し
た
香
椎
下

原
校
区（
写
真
）は
、
東
区
代

表（
香
椎
下
原
、
香
椎
）と
し

て
十
月
に
開
催
さ
れ
た
市
大

会
に
お
い
て
も
見
事
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
選
手
は
じ

め
チ
ー
ム
関
係
者
皆
さ
ん
に

対
し
祝
意
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

一
方
、
昨
今
の
子
ど
も
会

の
状
況
は
、
少
子
化
や
核
家

族
化
等
子
ど
も
や
保
護
者
を

東
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

会
長
　
阿
部
　
正
剛

 

令
和
４
年
９
月
16
日
に
東
市
民
セ
ン
タ
ー
な
み
き
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、東
区

人
権
尊
重
啓
発
連
絡
会
議
主
催
に
よ
る「
東
区
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」

（
ち
ひ
ろ
の
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
）を
開
催
し
ま
し
た
。コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で

ち
ひ
ろ
さ
ん
が
語
ら
れ
た
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

東
区
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

第
51
回　

人
権
を
尊
重
す
る
市
民
の
集
い

第
51
回　

人
権
を
尊
重
す
る
市
民
の
集
い

第
51
回　

人
権
を
尊
重
す
る
市
民
の
集
い

て
そ
の
違
い
は
、
イ
コ
ー
ル「
自
分
ら
し

さ
」と
も
言
え
ま
す
。
周
り
と
違
う
と
い

う
自
分
ら
し
さ
は
、
実
は
周
り
の
役
に

立
つ
た
め
に
与
え
ら
れ
た
宝
物
で
す
。

も
し
も
、
み
ん
な
が
同
じ
だ
っ
た
ら
、

活動団体
紹介

　

昭
和
23（
１
９
４
８
）年
12
月
10
日
、「
世

界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、わ
が
国
で
は
毎
年
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と

定
め
て
い
ま
す
。福
岡
市
で
は
、こ
の
期

間
を「
福
岡
市
人
権
尊
重
週
間
」と
定
め
、

集
中
的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、令
和
４
年
12
月
６

日
に
東
市
民
セ
ン
タ
ー
な
み
き
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
第
51
回
福
岡
市
人
権
尊
重

週
間
人
権
を
尊
重
す
る
市
民
の
集
い
」

（
主
催
／
福
岡
市
人
権
尊
重
行
事
推
進

委
員
会
）が
開
催
さ
れ
、数
学
者
・
大
道

芸
人
の
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
さ
ん

が
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
に
な
る
か
」 

Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ 

Ｙ
ｏ
ｕ
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ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ 

ｏ
ｐ
ｅ
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心
の
門
戸
を
開
こ
う

数
学
者
・
大
道
芸
人　

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
さ
ん

講
師



　

７
月
27
日
に
西
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
ち
ひ
ろ
さ
ん
を
お
招
き
し
、

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
の
人
権
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
テ
ー
マ
は
、
ち
ひ
ろ
さ
ん
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
え
る
『
み
ん

な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
生
き
方

を　

〜
金
子
み
す
ゞ
の
心
と
と
も

に
〜
』。ち
ひ
ろ
さ
ん
は
、童
謡
詩
人
・

金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
自
ら
曲
を
付

け
た
歌
と
、
詩
に
ま
つ
わ
る
お
話
を

中
心
に
全
国
各
地
で
講
演
を
な

さ
っ
て
い
ま
す
。
西
市
民
セ
ン
タ
ー

で
は
、
令
和
元
年
以
来
で
二
度
目
の

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
は
、
金
子
み
す
ゞ
生
誕

１
２
０
年
、
詩
人
デ
ビ
ュ
ー
１
０
０

周
年
と
い
う
節
目
の
年
。
26
歳
と
い

う
若
さ
で
夭
逝
す
る
ま
で
の
７
年

間
で
5
1
2
編
も
の
詩
を
残
し
て

お
り
ま
す
。

　

若
く
し
て
逝
っ
た
金
子
み
す
ゞ

が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
深
い
ま
な
ざ

し
を
持
つ
人
に
な
っ
て
い
っ
た
の

か
…
。

　

講
演
は
、
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
歌
と
お

話
で
「
金
子
み
す
ゞ
の
心
の
旅
に
思

い
を
馳
せ
る
」
90
分
と
な
り
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
の
「
大
漁
」
に

始
ま
り
、「
こ
だ
ま
で
せ
う
か
」
の

朗
読
を
交
え
て
本
編
で
は
全
９
曲

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
翌
年
か
ら
５

年
間
通
い
続
け
た
被
災
地
で
の
「
復

興
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
学
び
を

得
た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
被
災
地

の
女
性
の
笑
顔
に
出
会
い
思
っ
た
そ

う
で
す
。「
人
は
、
笑
顔
の
奥
に
い

ろ
ん
な
人
生
を
抱
え
て
生
き
て
い

る
ん
だ
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
出
会
い

の
中
で
、
相
手
の
醸
し
出
す
雰
囲

気
や
笑
顔
の
奥
に
、
そ
の
方
が
歩
ん

で
来
ら
れ
た
人
生
を
感
じ
ら
れ
る

人
間
に
な
り
た
い
、
そ
う
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」「
人
の
一
番
の

倖
せ
は
、
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
な
ん

だ
」「
自
分
の
役
割
を
懸
命
に
生
き

れ
ば
必
ず
喜
び
と
し
て
返
っ
て
く

る
」
と
。

　

そ
の
女
性
と
の
出
会
い
は
、
ち
ひ

ろ
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

な
か
で
も
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」

は
、
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
思
い
入
れ
が
一

番
強
い
曲
で
す
。

　

ち
ひ
ろ
さ
ん
は
、
こ
の
日
一
番
の

思
い
を
込
め
、
サ
ビ
の
部
分
を
手
話

と
と
も
に
「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」
を

熱
唱
、
皆
さ
ん
も
そ
れ
に
手
話
で

応
え
る
と
、
会
場
全
体
が
何
と
も

言
え
な
い
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
曲
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
の
言
葉
を
歌
に
し
た
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
の
後
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

で
感
動
の
90
分
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

金
子
み
す
ゞ
の
心
の
旅
。そ
れ
は
、

ち
ひ
ろ
さ
ん
の
歌
声
と
と
も
に
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
の
中
で
ず
っ
と

続
き
ま
す
。

　

12
月
４
日
に
西
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
俳
優
の
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー

ズ
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
人
権
を

尊
重
す
る
市
民
の
集
い
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

サ
ヘ
ル
さ
ん
は
、
1
9
8
0
年

９
月
か
ら
約
８
年
続
い
た
イ
ラ

ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
最
中
に
孤
児

に
な
り
ま
し
た
。

　

未
来
の
養
父
母
候
補
か
ら
気
に

入
ら
れ
よ
う
と
、
４
歳
の
少
女
は

大
人
の
顔
色
ば
か
り
を
窺
う
よ
う

な
子
ど
も
で
し
た
。
し
か
し
、
後

に
養
母
と
な
る
フ
ロ
ー
ラ
さ
ん
と

の
出
会
い
が
７
歳
の
少
女
の
運
命

を
大
き
く
変
え
る
事
に
な
り
ま

す
。

　

フ
ロ
ー
ラ
さ
ん
は
、
イ
ラ
ン
に

お
け
る
養
子
縁
組
の
ル
ー
ル
（
当

時

=

①
結
婚
し
て
い
る
こ
と
、②

子
ど
も
が
産
め
な
い
こ
と
、③
経

済
的
に
養
育
が
可
能
な
こ
と
）
を

満
た
す
た
め
に
、
自
ら
子
ど
も
が

産
め
な
い
身
体
と
な
る
手
術
を
受

け
て
ま
で
し
て
サ
ヘ
ル
さ
ん
を
養

子
に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
８
歳
の
時
日
本
へ
。

義
理
の
お
父
さ
ん
と
３
人
で
の
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ほ
ど
な
く
し
て
お
父
さ
ん
の
虐
待

か
ら
逃
れ
る
た
め
、
フ
ロ
ー
ラ
さ

ん
と
２
人
、
家
を
飛
び
出
し
路
上

生
活
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

そ
の
後
は
、
ま
さ
に
「
出
会
い

こ
そ
、
生
き
る
力
」。
色
々
な
人

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
親
子
２
人
で

生
き
抜
い
て
い
き
ま
す
。
中
学
３

年
の
あ
る
日
、
い
じ
め
を
苦
に
自

殺
を
思
い
立
っ
た
瞬
間
が
訪
れ
ま

す
。
そ
の
時
の
事
を
次
の
よ
う
に

語
り
ま
し
た
。「
フ
ロ
ー
ラ
は
今

ま
で
私
に
心
配
を
掛
け
て
は
い
け

な
い
、
弱
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
は

い
け
な
い
、
と
必
死
に
働
い
て
き

た
。
そ
ん
な
彼
女
の
痩
せ
て
疲
れ

果
て
た
姿
を
見
た
時
、
苦
し
み
悩

ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な

い
の
だ
。
私
は
、
彼
女
の
お
か
げ

で
生
き
て
い
る
の
に
心
の
底
か

ら
、
あ
り
が
と
う
、
と
言
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。

　

お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
…
。

そ
う
言
っ
た
瞬
間
、
私
た
ち
は
本

当
の
親
子
に
な
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
生
き
る
意
味
を
見
つ
け
た

瞬
間
で
も
あ
っ
た
」
と
。

　

最
後
に
伝
え
た
い
思
い
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　
「
普
通
と
は
何
か
。
自
分
に
と
っ

て
の
普
通
は
、
必
ず
し
も
他
人
に

と
っ
て
の
普
通
で
は
な
い
。
人
に

は
欠
点
が
あ
っ
て
当
た
り
前
な
の

に
人
を
変
え
よ
う
と
す
る
。
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
当
た
り
前

な
の
に
人
を
否
定
し
て
し
ま
う
。

否
定
は
差
別
に
繋
が
り
、
攻
撃
が

始
ま
る
。
人
を
攻
撃
す
る
言
葉
は
、

最
終
的
に
ブ
ー
メ
ラ
ン
と
し
て
自

分
に
返
っ
て
く
る
」
と
。「
世
界

に
は
、
当
た
り
前
と
呼
べ
る
こ
と

は
何
一
つ
な
い
。
生
き
た
く
て
も

生
き
ら
れ
な
い
人
々
が
い
る
の
が

現
実
。
心
の
貧
困
や
自
己
肯
定
感

が
薄
い
と
言
わ
れ
る
こ
の
時
代
で

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
見
つ
め
、
愛
す
る
こ
と
。
そ
し

て
嫌
わ
れ
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
。

そ
う
す
れ
ば
心
に
ゆ
と
り
が
生
ま

れ
、
人
に
対
し
て
優
し
く
な
れ
る
」

と
。

　

実
体
験
に
基
づ
く
言
葉
の
一
つ

一
つ
が
、
強
く
優
し
く
心
に
響
き
、

感
動
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
「
西
区
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」

講
　
師

ち
ひ
ろ 

さ
ん

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

 　
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、み
ん
な
い
い
生
き
方
を
」

　
　
　
　
　
　
〜 
金
子
み
す
ゞ
の
心
と
と
も
に 

〜

【
参
加
者
の
感
想
】

〇
素
晴
ら
し
い
詩
と
歌
、
そ
し
て
ち

ひ
ろ
さ
ん
の
暖
か
い
笑
顔
、
優
し

い
話
し
方
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
見
え
な
い
も
の
に
思
い
を
寄

せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
相
手
の
事
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
、
と
思
い
ま
し
た
。

〇
一
つ
一
つ
の
言
葉
が
心
に
沁
み

て
、
優
し
さ
と
温
か
さ
と
勇
気
を

も
ら
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
言
葉

に
は
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
だ
か
ら

こ
そ
、
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
け

る
自
分
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

〇
優
し
さ
の
中
に
強
さ
が
あ
る
こ

と
、
そ
れ
が
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の

詩
に
大
人
が
深
く
感
じ
る
所
以

で
す
。「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み

ん
な
い
い
」
子
ど
も
に
も
分
か
る

優
し
い
言
葉
の
中
に
あ
る
深
い
意

味
が
歌
に
な
る
事
で
、
非
常
に
印

象
が
残
り
ま
し
た
。
手
話
で
表
現

さ
れ
た
の
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

〇
詩
を
通
し
、
人
権
の
大
切
さ
、
人

の
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
堅
苦
し
い
話
で
な
く
と
も
人

権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

第
五
十
二
回
「
人
権
を
尊
重
す
る
市
民
の
集
い
」

「
出
会
い
こ
そ
、生
き
る
力
」

講
　
師

サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ 

さ
ん

【
参
加
者
の
感
想
】

〇
サ
ヘ
ル
ロ
ー
ズ
さ
ん
は
、
一
度
お

会
い
し
て
み
た
か
っ
た
方
で
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
見
て
見
ぬ
ふ

り
、
知
っ
て
い
る
の
に
行
動
し
な

い
自
分
の
姿
を
反
省
し
ま
し
た
。

今
後
の
生
き
方
を
深
く
考
え
て
い

き
ま
す
。

〇
母
か
ら
授
か
っ
た
命
の
大
切
さ
を

し
み
じ
み
感
じ
、
こ
の
先
何
が
あ

ろ
う
と
も
挫
け
ず
生
き
て
行
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。
人
は
見
か
け
に

よ
ら
な
い
も
の
、
人
生
に
は
色
々

な
事
が
あ
る
。
と
て
も
良
い
講
演

会
で
し
た
。

〇
ご
自
身
の
過
酷
な
経
験
と
、
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
た
考
え
を
し
っ
か
り

お
話
し
て
頂
き
、
大
変
感
動
し
ま

し
た
。
ま
さ
に
出
会
い
こ
そ
、
生

き
る
力
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

〇
今
回
の
講
演
会
に
参
加
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
な
、
と
思
い
ま
し

た
。
当
た
り
前
の
日
常
の
中
に
小

さ
な
幸
せ
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ

な
、
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

〇
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
事

は
自
分
を
愛
す
る
こ
と
、
感
謝
す

る
こ
と
。
サ
ヘ
ル
さ
ん
に
出
逢
え

て
良
か
っ
た
で
す
。
周
り
の
人
、

自
分
を
大
切
に
、
幸
せ
に
、
生
き

て
い
き
ま
す
。

（１） 第34号 2０24年（令和６年）３月
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